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～会員の皆様の期待にこたえる安全協会～ 

運動会で「ハンドルキーパー」運動 
（熊野地区交通安全協会） 

幼稚園児に交通安全歩行指導 
（紀宝地区交通安全協会） 

死亡事故現場で再発防止活動 
（伊賀地区交通安全協会） 

見たか！ 「ハンドルキーパー運動」 
（名張地区交通安全協会） 

Ｓ・Ｂデーに自転車点検 
（大台地区交通安全協会） 

大型店舗で広報啓発活動 
（伊勢地区交通安全協会） 

ミルミルで「早めのライト・オン」広報 
（鳥羽地区交通安全協会） 

駐車車両に飲酒運転根絶チラシ貼付 
（津南地区交通安全協会） 

飲食店へ「ハンドルキーパー運動」の協力依頼 
（津地区交通安全協会） 

小さなドライバーに自転車教室 
（尾鷲地区交通安全協会） 

Ｓ・Ｂデーで自転車利用者に反射材配布 
（鈴鹿地区交通安全協会） 

事故撲滅市民大会で啓発活動 
（松阪地区交通安全協会） 

高齢者宅訪問で交通安全指導 
（四日市西地区交通安全協会） 

孫とドライブ「チャイルドシート」 
（亀山地区交通安全協会） 

死亡事故現場でミルミルウェーブ 
（四日市北地区交通安全協会） 

女性部がぬいぐるみで交通安全寸劇 
（四日市南地区交通安全協会） 

園児と保護者に交通安全紙芝居 
（桑名地区交通安全協会） 

農業祭で広報啓発活動 
（いなべ地区交通安全協会） 

        

◎
受
賞
者
の
皆
様
は
、
平
成
２０
年
１
月
１８ 

日
（
金
曜
日
）
開
催
の
「
第
４８
回
交
通
安 

全
国
民
運
動
中
央
大
会
」
の
席
上
で
表
彰 

さ
れ
ま
す
。 

◆
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
章 

交
通
安
全
功
労
者 

　
金
森
　
　
稔
様 

　
　
四
日
市
北
地
区
交
通
安
全
協
会
推
薦 

優
良
運
転
者 

　
坂
本
昌
一
郎
様
　
伊
勢
地
区
　
〃 

◆
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章 

交
通
安
全
功
労
者 

　
安
田
　
信
治
様
　
伊
賀
地
区
　
〃
　 

　
尾
崎
　
弘
晴
様
　
鳥
羽
地
区
　
〃
　 

　
矢
田
　
　
勇
様
　
四
日
市
南
地
区
　

〃 

　
梅
田
　
範
雄
様
　
津
地
区
　
〃
　
　 

　
片
山
　
満
則
様
　
四
日
市
北
地
区
　

〃 

　
中
川
　
　
尭
様
　
伊
勢
地
区
　
〃
　 

　
奥
西
　
楢
雄
様
　
名
張
地
区
　
〃
　 

　
沢
田
　
　
泰
様
　
鈴
鹿
地
区
　
〃
　 

　
廣
瀬
　
　
壽
様 

　
　
　
　
　
安
全
運
転
管
理
協
議
会
推
薦 

優
良
運
転
者 

　
坂
本
　
喜
治
様 

　
　
四
日
市
北
地
区
交
通
安
全
協
会
推
薦 

◆
優
良
学
校 

　
伊
賀
市
立
新
居
小
学
校 

◆
優
良
地
区
交
通
安
全
協
会 

　
紀
宝
地
区
交
通
安
全
協
会 

◆
優
良
事
業
所 

　
中
勢
森
林
組
合 

　
上
野
ガ
ス
株
式
会
社 

◆
優
良
安
全
運
転
管
理
協
議
会 

　
四
日
市
南
安
全
運
転
管
理
協
議
会 

        

◎
平
成
１９
年
１２
月
１１
日
（
火
）
三
重
県
総 

合
文
化
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ 

ー
に
お
い
て
、「
平
成
１９
年
度
三
重
県
交
通 

安
全
県
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方 

々
が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
三
重
県
交
通
安
全
功
労
者 

　
熊
野
市
　
　
　
片
岡
　
武
造
様 

　
松
阪
市
　
　
　
野
呂
　
武
男
様 

　
伊
賀
市
　
　
　
杉
本
　
武
行
様 

　
亀
山
市
　
　
　
村
山
　
　
勝
様 

　
鳥
羽
市
　
　
　
岩
本
　
　
進
様 

　
津
　
市
　
　
　
池
田
美
智
代
様 

◆
中
部
管
区
警
察
局
　
中
部
交
通
安
全
協 

　
会
協
議
会
長 

交
通
安
全
功
労
者 

　
紀
宝
町
　
土
井
　
　
学
様
　
以
下
１４
名 

優
良
運
転
者 

　
津
　
市
　
木
下
　
慶
子
様
　
以
下
３３
名 

交
通
安
全
活
動
功
労
団
体 

　
東
洋
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
　
桑
名
工
場 

　
三
重
県
建
設
労
働
組
合
　
亀
山
支
部 

◆
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
　
交
通
栄
誉 

　
章
「
緑
十
字
銅
章
」 

交
通
安
全
功
労
者 

　
桑
名
市
　
中
川
　
正
男
様
　
以
下
５６
名 

優
良
運
転
者 

　
鳥
羽
市
　
東
　
い
ず
み
様
　
以
下
１０４
名 

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
章
・ 

　
銀
章
お
よ
び
優
良
団
体 

　
　
　
受
賞
者
決
定 

三
重
県
交
通
安
全
功
労
者
・
中 

部
管
区
警
察
局
長
・
中
部
交
通 

安
全
協
会
協
議
会
長
交
通
栄
誉 

章
緑
十
字
銅
賞
の
受
賞
者 

●TSマークに付帯する傷害保険と賠償責任保険の限度額 

傷害入院15日以上 
（一律）10万円 

死亡・重度後遺障害 
（一律）100万円 

賠償責任（限度額） 
2,000万円 

TSマークは安全、安心な自転車の証 TSマークは安全、安心な自転車の証 TSマークは安全、安心な自転車の証 
　自転車に乗っていて「ヒヤッ」としたことはありま
せんか。転んでけがをしたり、歩行者とぶつかって相
手にけがをさせたりするなど、自転車による事故でも
大事に至ることがあります。そんなときに役立つのが「TS
マーク」です。 
　「TSマーク」は、自転車を自転車安全整備店で点検
または整備すると、安全な自転車の証として貼られる
マークです。同マークには自転車運転時の事故で相手
にけがをさせたときに補償する「賠償責任保障」と自
らけがをした場合の「傷害保険」の２つがセットで１
年間付いています。　保険料は個別に払う必要はあり
ません。年に１回は「セフティちゃん」の付いた自転
車安全整備店で点検、整備を受けましょう。 

●ハンドル、ブレーキ、ライト、後部反射器等をいつも点検整備する。 
●夜間は、必ずライトをつける。 
●交通信号を確実に守る。 
●道路の横断は、自転車横断帯を利用する。 
●自転車道を走行するなど通行区分を守って走行する。 
●並列走行、二人乗り、傘さし運転は絶対しない。 
●一時停止の標識がある場所や見通しの悪い交差点では、必ず一旦停止し、安全を確認する。 
●交差点や路地からの飛び出しは絶対にしない。 
●進路を変更するときは、必ず後方の安全を確認する。 
●通行の妨害になるような駐車（輪）や迷惑な路上放置は、絶対にしない。 

自転車安全利用推進キャンペーン自転車安全利用推進キャンペーン 自転車安全利用推進キャンペーン 

セーフティ・バイシクル・デー（S・Bデー） 
～毎月第1月曜日は「自転車安全対策強化日」～ 

自転車が関連する交通事故防止を推進する日 

　自動車で仲間と飲食店などへ行く場合に、お酒を飲まない人（ハ
ンドルキーパー）を決め、その人が、仲間を自宅まで送り届ける運
動です。 
　この運動は、オランダで8割の国民が意味を理解している「ボブ
運動」を参考にしています。オランダでは、仲間同士や飲食店が「今
日のボブは誰？」と呼びかけ、グループ内で飲酒をしない人を決
めておき、飲食店もこれに協力する取り組みを実施しています。
　ドライバーの皆様、飲酒運転を追放するために、ハンドルキー
パー運動に積極的に参加しましょう。 

「ハンドルキーパー運動」の趣旨をご理解いただきご協力を！ 
1．お客様が、お車で来店されたがどうかご確認ください。 
2．その時に、どなたがお車を運転するのか（ハンドルキーパー）
　　をご確認ください。 
3．お車を運転する方（ハンドルキーパー）には、アルコール類を
　　提供しないでください。 
4．お車を運転する方（ハンドルキーパー）には目印となるものを
　　お渡しするか、目印となるものを席に置いてください。 
5．お客様が運転代行等を依頼して帰られる時は、その確認ができ
　　るまでお車のキーをお預りください。 

交通安全協会交通安全協会は交通事故交通事故を減らすために 
幅広幅広い活動活動を行っております。 

交通安全協会交通安全協会は交通事故交通事故を減らすために 
幅広幅広い活動活動を行っております。 

交通安全協会は交通事故を減らすために 
幅広い活動を行っております。 

北
　南　南
〈各地区の活動〉 

マスコット 
「ストッピー」 

北から 
　南から 

●街頭●街頭での交通安全指導交通安全指導（学童学童・お年寄年寄りの街頭指導街頭指導） 

●新入園、●新入園、小・中学校中学校への交通安全資材交通安全資材・器材器材の提供提供 

●交通安全広報啓発●交通安全広報啓発（新聞新聞・テレビ・広報車広報車） 

●交通安全●交通安全イベントの開催開催（交通安全交通安全フェスタ等） 

●優良運転者●優良運転者・交通安全功労者交通安全功労者の表彰表彰 

●交通事故無料相談●交通事故無料相談 

●街頭での交通安全指導（学童・お年寄りの街頭指導） 

●新入園、小・中学校への交通安全資材・器材の提供 

●交通安全広報啓発（新聞・テレビ・広報車） 

●交通安全イベントの開催（交通安全フェスタ等） 

●優良運転者・交通安全功労者の表彰 

●交通事故無料相談 

「ハンドルキーパー運動」に 
参加しませんか 

「ハンドルキーパー運動」に 
参加しませんか 

●ハンドルキーパー運動とは？  ドライバーの皆様へ 

●酒類を提供するお店の方へ 

飲 酒 運 転 追 放  

交通安全協会の会員になられると「会
員の店」の特典が受けられます。 

「会員の店」として県内外数百店
をラインナップして、内容の充実を
図っています。 
詳しくはガイドブックをご覧下さい。 

● 
 

● 

などお得情報が満載です。 

�マイカーローン優遇 
�津・四日市港～セントレア１０％ｏｆｆ 
�レッカー・ロードサービス１０～２０％ｏｆｆ 
�一般引越し料金２０％ｏｆｆ 
�県内外観光宿泊施設の割引 

「交通安全協会 会員の店」 「交通安全協会 会員の店」 
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南郊交番 

県警察学校 

G.S 至NKK

至松阪 

第三銀行 
津南支店 

至津駅・三重大学 

みなみがおか 

ひさい 

交通事故相談室 
（三重中央自動車学校3階） 

TEL.059-234-2175

案内図  

        

等
が
連
携
し
て
交
通
事
故
防
止
の 

た
め
の
交
通
事
故
防
止
諸
対
策
を 

推
進
し
た
結
果
、
昨
年
の
事
故
死 

者
は
１
１
８
人
と
平
成
２２
年
を
待 

た
ず
し
て
目
標
を
達
成
す
る
極
め 

て
良
好
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
死
亡
事
故
に 

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
や
飲
酒
関 

係
の
事
故
は
未
だ
に
高
い
水
準
に 

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
交 

通
死
亡
事
故
の
減
少
傾
向
を
定
着 

さ
せ
、
年
間
死
者
数
を
さ
ら
に
減 

少
さ
せ
る
べ
く
更
な
る
努
力
を
し 

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
年
は
、
こ
の
様
な
情
勢
を
踏 

ま
え
、
三
重
県
交
通
対
策
協
議
会 

で
は
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
昨
年
同 

様
に 

「
安
全
運
転 

　
　
　
い
つ
も
三
重
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
か
ら
」 

〜
ゆ
ず
り
あ
い 

　
　
一
人
ひ
と
り
の
　
心
が
け
〜 

重
点
目
標
は
、 

○
飲
酒
運
転
の
根
絶 

○
高
齢
者
・
子
ど
も
の
交
通
事
故 

　
防
止 

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル 

　
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正 

　
し
い
着
用
の
徹
底 

○
反
射
材
の
普
及 

○
薄
暮
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯 

　
の
推
進 

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進 

○
若
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止 

○
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
追
放 

を
掲
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て 

お
り
、
交
通
安
全
協
会
も
県
民
の 

皆
様
の
願
い
で
あ
る
「
交
通
事
故 

の
な
い
、
安
全
で
安
心
な
交
通
社 

会
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
や
職 

場
に
密
着
し
た
交
通
安
全
活
動
を 

今
一
層
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考 

え
て
お
り
ま
す
。 

　
ど
う
か
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま 

し
て
は
、
交
通
安
全
の
重
要
性
を 

一
層
ご
認
識
い
た
だ
き
、
交
通
安 

全
活
動
へ
の
更
な
る
ご
尽
力
と
ご 

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方 

を
は
じ
め
ご
家
族
の
ご
健
勝
、
ご 

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま 

す
。 

        

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
各
地
区
交
通
安
全
協
会
の
皆
様 

を
は
じ
め
、
県
民
の
皆
様
に
は
ご 

家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を 

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び 

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
役
員
の
皆
様
に
は
平
素 

か
ら
地
域
に
密
着
し
た
交
通
安
全 

活
動
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜 

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬 

意
と
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
最
近
の
三
重
県
内
の
交 

通
事
故
の
発
生
状
況
は
人
口
１０
万 

人
当
た
り
の
死
者
数
に
お
い
て
平 

成
９
年
以
降
１０
年
連
続
し
て
ワ
ー 

ス
ト
１０
位
以
内
に
位
置
す
る
な
ど 

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し 

た
。 

　
こ
の
様
な
中
で
三
重
県
は
、「
平 

成
２２
年
ま
で
に
交
通
事
故
死
者
を 

１
３
０
人
以
下
」
と
い
う
数
値
目 

標
達
成
に
向
け
、
県
警
察
を
は
じ 

め
と
す
る
関
係
機
関
と
、
私
ど
も 

交
通
安
全
協
会
な
ど
多
く
の
団
体 

        

死
者
数
も
、
ワ
ー
ス
ト
上
位
か
ら 

脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
皆
様
の
長
年
に
亘
る
諸
活
動
が 

結
実
し
た
も
の
と
心
よ
り
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
死
亡
事
故
の 

特
徴
を
み
ま
す
と
、 

●
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方 

　
の
交
通
死
者
数
が
全
交
通
死
者 

　
数
の
四
割
強
を
占
め
て
い
る 

●
飲
酒
運
転
、
最
高
速
度
違
反
及 

　
び
一
時
不
停
止
等
の
悪
質
・
危 

　
険
違
反
が
半
数
近
く
を
占
め
て 

　
い
る 

●
四
輪
乗
車
中
の
死
者
の
う
ち
、 

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
が
半 

　
数
を
占
め
る 

な
ど
、
交
通
死
亡
事
故
を
逓
減
さ 

せ
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し 

い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。 

　
三
重
県
警
察
で
は
、
昨
年
の
交 

通
事
故
実
態
を
踏
ま
え
、 

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策 

○
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を
は 

　
じ
め
と
す
る
各
種
施
策
の
展
開 

　
に
よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け 

　
た
社
会
環
境
づ
く
り 

○
交
通
事
故
に
結
び
つ
く
悪
質
・ 

　
危
険
違
反
の
取
締
ま
り 

○
交
通
弱
者
に
対
す
る
実
践
的
な 

　
交
通
安
全
教
育 

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル 

　
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正 

　
し
い
着
用
の
徹
底
に
よ
る
被
害 

　
軽
減
対
策
の
推
進 

な
ど
の
諸
対
策
を
引
き
続
き
推
進 

す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
を
は
じ 

め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
の
方 

々
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、 

県
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て 

「
安
全
で
安
心
な
交
通
社
会
」
を 

め
ざ
し
、
更
な
る
努
力
を
し
て
ま 

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ど
う
か
、
貴
協
会
の
皆
様
に
は 

地
域
に
お
け
る
「
交
通
安
全
の
リ 

ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ 

し
た
交
通
安
全
活
動
に
御
尽
力
賜 

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま 

す
。 

　
終
わ
り
に
、
貴
協
会
の
益
々
の 

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
多
幸 

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、 

年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
す
。 

        

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と 

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
三
重
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
様 

に
は
、
御
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し 

い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ 

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ 

ま
す
。 

　
皆
様
に
は
、
四
季
の
交
通
安
全 

運
動
を
中
心
と
し
た
広
報
啓
発
活 

動
を
は
じ
め
、
反
射
材
の
普
及
活 

動
、
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」 

な
ど
年
間
を
通
じ
た
県
民
の
交
通 

安
全
意
識
高
揚
の
た
め
の
各
種
交 

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
積 

極
的
に
展
開
し
て
い
た
だ
き
、
厚 

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
の
交
通
情
勢
で
す 

が
、
全
国
的
に
交
通
死
者
数
が
減 

少
す
る
中
に
あ
っ
て
、
当
県
に
お 

き
ま
し
て
も
、
交
通
事
故
件
数
及 

び
負
傷
者
数
と
も
前
年
に
比
べ
て 

減
少
い
た
し
ま
し
た
。 

　
と
り
わ
け
、
交
通
死
者
数
は
大 

幅
に
減
少
し
、
ま
た
、
人
口
十
万 

人
当
た
り
の
全
国
都
道
府
県
別
の 

平成平成2020年使用年使用 
交通安全年間スローガン交通安全年間スローガン 

平成平成2020年使用年使用 
交通安全年間スローガン交通安全年間スローガン 

平成20年使用 
交通安全年間スローガン 

平成20年業務推進重点目標等 平成20年業務推進重点目標等 

☆一般部門 
 【運転者（同乗者を含む）に対するもの】 
　内閣総理大臣賞（最優秀作） 

　広げよう　どうぞの気持ちと　車間距離 
　　　　　　　　高田　 　彰〈茨城県鹿嶋市〉 
 
☆一般部門 
 【歩行者・自転車利用者に対するもの】 
　内閣総理大臣賞（最優秀作） 

　歩行者を　気づかいやさしく　踏むペダル 
　　　　　　　　小林　 秀夫〈三重県桑名市〉 
 
☆こども部門 
　内閣総理大臣賞（最優秀作） 

　点めつだ　一度止まって　次の青 
　　　　　　　　丸山　 真由 
　　　　　　　　 〈浜松市立県居小学校６年〉 

●年間スローガン 
 「安全運転　いつも三重から　あなたから」 
　　 ～ゆずりあい　一人ひとりの　心がけ～ 

●重点目標 
◆飲酒運転の根絶 
◆高齢者・子どもの交通事故防止 
◆後部座席を含むシートベルト・ 
　チャイルドシートの正しい着用 
　の徹底 

◆反射材の普及 
◆薄暮時の早めのライト点灯の推進 
◆自転車の安全利用の推進 
◆若年運転者の交通事故防止 
◆違法・迷惑駐車の追放 

●四季の交通安全運動 
春の全国交通安全運動 

夏の交通安全県民運動 

秋の全国交通安全運動 

年末の交通安全県民運動 

夕暮れ時、ちょっと早めの 
ライト・オン運動 

４月６日（日）～４月１５日（火） 

７月１１日（金）～７月２０日（日） 

９月２１日（日）～９月３０日（火） 

１２月１１日（木）～１２月２０日（土） 

１０月１日（水）～１２月３１日（水） 

交通安全の日 毎月11日 

自転車安全対策強化日 
（セーフティー・バイシクル・デー） 

毎月第1月曜日（S・Bデー） 

●交通安全強化指定日 

毎月21日（S・Sデー） 高齢者の交通安全の日 
（セーフティー・シルバー・デー） 

三
重
県
警
察
本
部 

三
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年
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あ
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年
頭
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年
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平成平成1919年中の交通死亡事故発生状況年中の交通死亡事故発生状況 

平成19年中の交通死者 
118人（－49人） 

■平成19年中の交通死者は118人で、全国ワースト10位脱却 
■交通死者 

平成19年中の交通死亡事故発生状況 

区　　分 

死亡事故 

死 者 数  

平成19年 

117件 

118人 

平成18年 

157件 

167人 

増 減 数 

－40件 

－49人 

－25.5％ 

－29.3％ 

増 減 率 

■交通安全協会の交通事故相談所■ 
交通安全協会は、弁護士などによる交通事故相談を行っております。相談料は無料ですので、お気軽にご利用ください。 
この「交通事故相談」は道路交通法により「県交通安全活動推進センター」の事業として開設しております。 

相 談 日  毎週月曜日～金曜日　午前9時～午後4時  TEL059-223-1333

相談員  （財）三重県交通安全協会　交通事故相談員 

津市桜橋3丁目　三重県交通管制センター内 

交通事故相談員 
による相談 

弁護士 
による相談 

毎週木曜日（祝祭日の場合は除く）午前9時～午後4時 

TEL 059-234-2175

第3木曜日（祝祭日の場合は第4木曜日）午後2時～午後4時 

津市高茶屋4丁目　三重中央自動車学校内（交通事故相談室） 

電 話相談 

面 接相談 

交通事故相談案内 

　
三
重
県
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新
年
の
ご
あ
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新
年
の
ご
あ
い
さ
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 


